
























































































文化論」という学の体系を紹介し、それはアメリカの Watershed thinking という
伝統に淵源を持つもので、流域界を州境にすることを主張したジョン・ウェズリ
ー・パウエル（1834-1902）という行政官による提言にまでさかのぼるという思想



















































「No child left behind」の方針で進めようとしていることに憤りを表明した。
岸は、デイヴィド・ソベルが「足もとの自然から始める」運動を始めたことを紹
介する本を出していることを紹介し、鶴見川を含めた世界の環境の未来は、こう
した子どもたちの自然とのつきあい方に掛かっているということを論じた。
こうして、持続可能な都市作りのために、流域の社会・環境とどうつきあって
いくのかという点で、様々な課題が提起され、その課題解決のために大学の様々
な役割が論じられた。そうした流域環境・流域社会を教育の場として位置づける
のみならず、都市を支えるべく社会貢献できる市民を養成していくことが本教育
GPプログラムの大きな教育目標である。今回のパネルディスカッションを含め
て、様々な指摘や提言は、鶴見川流域に位置する和光大学の学部教育にとって、
今後の重要な指針となっていくことであろう。（文中敬称略）
［堂前雅史（所員／現代人間学部教授）］
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